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ERICA SYNTHS PICOシリーズをお買い上げありがとうございます。
高品質なシンセ・モジュールの機能を3HPという限られたサイズに
実現させることは可能なのか？PICOシリーズは我々にとっての挑戦です。

ERICA PICO SEQはパフォーマンス志向の素晴らしい16ステップ
CV/GATEシーケンサーです。あなたがシーケンサーに求める機能の
ほとんどを僅か3HPの中に網羅しています。このサイズにも関わらず、
容易なプログラムだけでなく、16パターンものシーケンスをメモリーへ保存し、
いつでも呼び出すことができます。

選択式シーケンス・レングス - 最大16ステップ
クオンタイズドCV出力 - 9種類の音階
各ステップ毎に調整可能なゲート幅
ステップの休符と次ステップの併合機能(タイ)
選択ステップへのスライド/スルー付加
トランスポーズ機能
ランダム・プレイ機能(音階は指定のまま)
5種類のプレイ・モード
シーケンス・メモリー(全ての設定を含めて16シーケンス保存可能)

CV出力
出力ゲート幅
電力消費
パネル・サイズ
モジュール奥行き

0 ~ +8V(8オクターヴ域)
0 ~ 100%(各ステップ毎に設定可能)

+55mA, -4mA
3hp

35mm
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STEPエンコーダー:
モジュールの主要機能と全モードに
アクセスするエンコーダーです。
回転とクリックの組み合わせで
各コントロールを設定します。

全機能は次ページ以降の表を参照ください。

RNDボタン:
パターンをランダム化させると共に

幾つかの異なる機能へのアクセスも行います。
次ページ以降の表を参照ください。

CLKイン:
外部クロックをここから入力します。

シーケンスは入力クロックを
受け取りしだい即座に開始されます。
L/Sボタンを押しながらRNDボタンを

クリックすることでシーケンスを初めのステップへ
手動でリセットできます。

セグメント・ディスプレイ:
7つのセグメントで選択ステップ、ゲート幅、
ノートとプレイ・モードを表示します。

VALUEエンコーダー:
各ステップのパラメーター値を設定します。
回転とクリックの組み合わせで
異なる機能も設定します。

LOAD/SAVEボタン:
パターンのセーヴとロードを行います。
L/Sボタンを押しながらRNDボタンを
クリックすることでシーケンスを
初めのステップへ手動でリセットできます。

GATEアウト:
ゲート出力です。

CVアウト:
CV出力です。
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モード アクション セグメント表示コントロール

パターン
レングス
設定

スケール
選択設定

プレイ
モード設定

オクターヴ
レンジ設定

STEPエンコーダーが緑色に点灯するまで
押し続けます。STEPエンコーダーを回しながら
ステップ数を選択します。
エンコーダーを押して決定します。
初めの8ステップまで通常の1~8の表記ですが、
ステップ9~16は1.~8.のようにドットと共に
表記されます。

STEPエンコーダーが黄色に点灯するまで
押し続けます。STEPエンコーダーを回しながら
10種類のスケール(音階)から一つ選択します。
エンコーダーを押して決定します。
1 ‒ クロマティック 2 ‒ イオニアン 3 ‒ ドリアン
4 ‒ メジャー・ペンタトニック
5 ‒ マイナー・ペンタトニック
6 ‒ シャープ・ノート 7 ‒ ホール・ノート
8 ‒ ミクソリディアン 9 ‒ メジャー・ブルース
10 ‒ マイナー・ブルース

STEPエンコーダーが赤色に点灯するまで
押し続けます。STEPエンコーダーを回しながら
5種類のモードからプレイ・モードを選択します。
前進、後退、ピンポン、最後のステップを
リピートするピンポン、ランダム。
回転するセグメントで選択中のモードを
表示します。

STEPエンコーダーが黄色に点滅するまで
押し続けます。STEPエンコーダーを回しながら
シーケンスのオクターヴ・レンジを選択します。
つまりノート・エンター・モード時の
VALUEエンコーダーのレンジを設定します。
シーケンサーは1~8オクターヴのレンジで
働きます。
ディスプレイは選択レンジを表示します。
TB-303に代表されるアシッド・ベースラインの
レンジは3オクターヴです。
設定されたオクターヴ・レンジは
ランダミゼーションにも適用されます。

1から8ステップ

選択スケール
ナンバー

プレイ・モード
ナンバー

プレイ進行方向

オクターヴ
レンジ・ナンバー

9から16ステップ
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モード アクション セグメント表示コントロール

エンター
ノート設定

ゲート幅
ステップ・ミュート
ステップ併合設定

ピッチ・スライド
設定

トランスポーズ
設定

STEPエンコーダーが消灯するまで押し続けます。
STEPエンコーダーを回すことでパターン内の
各ステップを選択します。VALUEエンコーダーが
緑色に点灯するまで押し続けます。
VALUEエンコーダーを回すことで各ステップの
ノートを設定します。
ノートはディスプレイに文字表示されます。
#ノートは文字の横のドットで表示されます。
エンコーダーの限度は対応するピッチで
LED表示されます。

STEPエンコーダーが消灯するまで押し続けます。
STEPエンコーダーを回すことでパターン内の
各ステップを選択します。VALUEエンコーダーが
赤色に点灯するまで押し続けます。
VALUEエンコーダーを回すことで各ステップの
ゲート幅を設定します。
ゲート幅は8段階に調整できます。
ゲート幅の長さはセグメントが円形を描く形で
表示されます。
エンコーダーの限度は対応するゲート幅で
LED表示されます。
セグメントが表示されていない状態は休符を
意味します。
完全な円が表示されている状態は次のステップと
ゲートが併合されることを意味します。

STEPエンコーダーが消灯するまで押し続けます。
STEPエンコーダーを回すことでパターン内の
各ステップを選択します。VALUEエンコーダーが
黄色に点灯するまで押し続けます。
VALUEエンコーダーを時計回りに開くことで
選択ステップは次のステップへピッチを
スライドさせます。
スライド有効時はセグメントで”S”のような
シンボルが表示がされます。
スライドを無効にするにはシンボルが変更される
ようエンコーダーを反時計回りに絞ります。

シーケンスが再生されている状態で
VALUEエンコーダーを押し続けながら
STEPエンコーダーを時計回りに開くことで
選択されたスケールのシーケンスを上に
トランスポーズさせ、反時計回りに絞ることで下に
トランスポーズさせます。
VALUEエンコーダーを離すとシーケンスは
元に戻ります。
トランスポーズの状態を維持したい場合は
STEPエンコーダーを押します。

Cノート

ゲート幅15%

ゲート幅50%

次ステップと
ゲート併合

休符

スライド有効

スライド無効

C#ノート
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モード アクション セグメント表示コントロール

パターン
ランダミゼーション

マスター・ピッチ
スライド/

ランダム・スライド/
クロックド

モジュレーション
ソース設定

セーブ・パターン

ロード・パターン

RNDボタンを押すことで選択されたスケールと
オクターヴ・レンジを維持したままパターンを
ランダム化させます。

RNDボタンを押しながらSTEPエンコーダーを
回すことで3種類のマスター・ピッチ・スライドの
モードの中から選択します。

1. マスター・ピッチ・スライド無効
   (各ステップにプログラムした
    個別のスライドは有効のままです。)

2. ランダムのステップでピッチがスライドします。

3. 全ステップにスライドが有効化され、
    シーケンスをクロックド・モジュレーション
    ソースとして使用できます。

L/Sボタンをダブルクリックして
STEPエンコーダーを赤色点滅させます。
STEPエンコーダーを回しながらパターンの
セーブ先スロットを16のスロットから
選択します。エンコーダーを押すことで
セーブします。
スロット9~16は1.~8.のように
ドットと共に表記されます。

L/Sボタンを押してSTEPエンコーダーを
緑色点滅させます。STEPエンコーダーを
回しながらロードするセーブ・パターンの
スロットを16のスロットから選択します。
エンコーダーを押すことでロードします。
スロット9~16は1.~8.のようにドットと共に
表記されます。

今後、新たな機能の追加がある場合は追記します。

スライド無効

スロット・ナンバー

スロット・ナンバー

スライドを
全ステップで有効

スライドをランダム
ステップで有効
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User manual by Girts Ozolins@Erica Synths 

Design by Ineta Briede@Carre Branding

Copying, distribution or any commercial use in any way is prohibited and needs the written 

permission by Erica Synths. Specifications are subject to change without notice.

以下の条件に従ってErica Synthsのモジュールをご使用ください。
以下の条件下での使用のみモジュールの通常動作が約束され、
弊社の保証が受けられます。

水濡れはウォーター・プルーフ加工以外の電子機器にとって致命的です。
Erica Synthsモジュールは多湿または水濡れ環境での使用を想定していません。
液体などがモジュール内部へ侵入した場合、電源接続を直ちに遮断して
モジュールを取り外し、充分に乾燥させて掃除をおこなってください。

50℃以上または-20℃以下の環境でのプロダクトの使用は想定されていません。

携帯の際やインストールの際は丁重に行ってください。
外部的要因によるモジュールの物理的ダメージは保証されません。

各モジュールは全て弊社で梱包されてから発送されます。
返品、交換または保証による修理での返送は購入時の梱包でお願い致します。
その他の梱包状態での返送はお受けできない場合がございます。
よって購入時の梱包材及び同封書類は保管して頂くようお願い致します。

プロダクトの保証条件は弊社ウェブサイトよりご参照ください。 www.ericasynths.lv　

返品、交換または保証による修理での返送は以下にお送りください。

プロダクトに関する質問やお問い合わせはこちらから www.ericasynths.lv または

info@ericasynths.lv

までお気軽にご相談ください。


